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て、処分しなければなりません。家の
中に散らばっているこのごみは、自分
で家の外に出さないといけないのです。
　家の中に入り込んできた土砂などの
後片づけもしなければなりません。こ
の家の外に出した災害廃棄物は、一体
どのように処理されていくのでしょうか。

災害廃棄物の処理フロー
　下図は、災害廃棄物がどのように流
れていくかを例示した図です。
　詳しくは、p. 50「災害ごみ処理の始
まりは片づけごみ」に譲りますが、被
災家屋から出されたごみは、分別され
て一次仮置場に向かいます。そこで災
害廃棄物はリサイクルできるものか、

廃棄されるものかに分別されます。
廃棄されるものは、規模が大きな災
害の場合、二次仮置場が設置され、
その場で破砕・選別・焼却されたも
のについては最終処分に向かうか、
リサイクルにもっていかれるか、ま
たは中間処理施設に運ばれものに分
けられます。
　誰が？を主体に考えると、住民
がごみを出さないといけないとき、

災害ボランティアが一緒にごみ出しを
手伝ってくれます。被災自治体は、一
次仮置場を設置し、被災都道府県は、
ニ次仮置場を決め、他の自治体や民間
団体は、被災自治体や都道府県を支援
する一方で、最終処分されたものを
受け入れることで支援します。また、
D.Waste-Net を通して、ごみの処理を
どうするのかなどといった計画を立て
るのに、被災した経験をもっている他
都道府県から、自治体の方々が応援に
駆けつけてくれます。その後、計画に沿っ
て、実務の支援をされます。すべての方々
が連携しあって、初めて処理すること
ができるのです。

はじめに
　廃棄物資源循環学会には、災害廃棄
物の管理をテーマに、情報交換や共同
研究を行う「災害廃棄物研究部会」と
いうグループがあります。頻発する災
害を目の当たりにし、過去の災害にお
ける災害廃棄物処理の経験や教訓を記
録・蓄積・評価し、知見の一般化や体
系化を図り、その成果を将来の災害に
備えて社会の災害対応力向上に少しで
も役立てていきたいという意思のもと、
賛同した研究者たちで設立されました。
本書の執筆や編集にあたっては、この
部会メンバーの多くが参画しています。
　災害廃棄物への対応は、自治体のみ
ならず、民間事業者、住民やボランティ
アの方々などの理解と参画も求められ
ます。そこで、災害やボランティアの
専門家にも協力いただき、執筆者の専
門的な知見に加えて、市民の皆様に災
害廃棄物について知っ
てもらうと同時に、少
しでも備えをしてもら
おうという強い想いを
もって出版したのが、
このガイドブックです。
　「災害廃棄物研究部会」では、こう
いった書籍の出版をしつつ、世界中で
甚大な災害が起こる中、特にその傾向
が顕著なアジア・太平洋地域において
は、災害廃棄物に対する十分な備えが

できていない地域もあり、同様に被災
され、対応に追われる方々のために
も、各国へのサポートや提言を切実な
思いで行なっています。今まで、環境
省を通して、2017 年に Disaster Waste 
Management Guideline in Asis and 
the Pacific（環境省ガイドライン）を作
成し、学会 Web の災害廃棄物専用サ
イト（https://jsmcwm.or.jp/disaster-
waste-management/）にて、今までの
知見の蓄積とあわせ情報発信をしてい
ます。他の支援としては、国内外を問
わず、人材バンクのネットワークづく
りに貢献しています。
　さて、本題の、この『災害廃棄物管
理ガイドブック』は、自治体の方々へ
の参考となるような記述は本編で展開
し、特に、読者の皆さまにお伝えした
いところを最初の 12 ページに凝縮し、
すべての方々にかかわるポイントにつ
いて書いています。
　それでは、早速、その 12 ページの内
容を図解入りで、ご紹介していきたい
と思います。 まずは、災害廃棄物の基
本情報からです。

災害廃棄物、どうするの？
　被災すると、今まで普通に使ってい
た生活用品や家具が、一瞬にして、泥
にまみれたり、落下して壊れたりして、
使い物にならなくなり、災害廃棄物となっ
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はい。環境省から協力要
請を受けて、災害の種類・
規模等に応じて、災害情
報や被害情報の収集・分析、
自治体等による適正かつ
円滑・迅速な災害廃棄物
の処理を支援する災害廃
棄物処理支援ネットワー
クです。廃棄物資源循環
学会もメンバーです。

D.Waste-Netって
初めて聞くんだけど、
何なの？
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有害・危険な災害廃棄物は注意が必要
　さて、 ここ
で、 危ない災
害廃棄物につ
いて、 お話し
ます。 危ない
災害廃棄物に
は何があるの
でしょうか？
　１．ボンベ、
灯油（ストー
ブ）、廃油、廃
液　２．蛍光灯・
ランプ類　３．
PCB 含有トラ
ンス・コンデ

ンサ等　４．スプレー缶・カセットボ
ンベ　５．石綿（アスベスト）　６．注
射針など医療系廃棄物や刃物など鋭利
な物　７．消化器　８．リチウムイオ
ン電池。昔は 100 円ライターだったそ
うですが、今はリチウムイオン電池が
とって代わっています。　
　９．バッテリー　10．腐敗性のもの（畳
など）。畳は腐敗が進むと、発酵して温
度が上昇し、そのまま放っておくと自
然発火すること
があります。

　普段でも取り扱いに注意が必要です
が、発災時には、一気に一緒に出てき
ます。見分け方や注意を確認できれば
いいのですが、危険そうなものはとり
あえず安全寄りで対応することが重要
です。また、左図のとおり万全装備も
していただくようにお願いします。

災害廃棄物の分別・処理は 
復旧・復興の第一歩

　災害廃棄物が片づけられなければ、
街や暮らしの復興は進まないのです。
道端に何もかも一緒くたになった災害
廃棄物が溢れかえってしまうと、なか
なか仮置場に運ぶこともできず、そこ

で分別して
運ぶことに
なるため、
自治体の負
担も増えま
す。何より

も道が塞がれているので、なかなか暮
らしも元通りになりません。
　そこで鍵になるのが、仮置場です。
いち早く仮置場が確保できれば、しか
も広い場所の仮置場があれば、分別さ
れたごみだけを置ける場所があれば、
より迅速に災害廃棄物が処理できます。
ただでさえ、さまざまなダメージを負っ
ておられる被災者の方々に、分別まで
求めるのは酷だとの声もあります。し
かし、その後の流れを知っていただくと、
可能な範囲で分別することが、より早
い復旧・復興の第一歩となることを理
解していただけると思います。

災害廃棄物の種類と、平時との違い
　先ほど、すべてがごみになると言い
ました。被災時には、大量で多様なご
みが出てきます。その表が以下のとお
りです。表には、分別や処理の仕方の
注意点も示しています。

え？生活ごみと災害
ごみは分けて出すの？

そうです！
一緒に出すと、また一から分
けないといけないので、より
早く処理するには、分けて出
すほうがいいのです！

こんなにたくさん
あるなんて…

消火器
◆分別排出

●分別された消化器
（鈴木慎也撮影）

　スプレー缶・
　カセットボンベ

◆爆発等の危険性あり
◆安全な場所でガス抜きして
　金属類等として排出
※ 最近の製品には「ガス抜き機構」

がついている

●スプレー缶・カセットボンベ
（浅利美鈴撮影）

ボンベ、灯油（ストーブ）、
廃油、廃液等
◆ 漏洩しないよう確認し、分別

●ガスボンベ
（熊本県人吉市仮置場管理者提供）

バッテリー

●バッテリー
（熊本県人吉市仮置場
管理者提供）

　蛍光管・ランプ類
◆水銀を含む
※ ガラスも割れると危険
◆ できるだけ割れない

ようにして分別排出

●蛍光灯
（熊本県人吉市仮置場
管理者提供）

災害廃棄物と、普段のごみの違いを知ると、分別や処理のポイントがわかります

（一社）廃棄物資源循環学会 編『災害廃棄物管理ガイドブック』
朝倉書店 , 2021年刊行

災害廃棄物と，普段のごみの違いを知ると，分別や処理のポイントがわかります

災害時に出るごみの種類と注意点の例　※自治体によって異なる場合があります
生活ごみ 避難ごみ 災害廃棄物 し尿

普段のごみとの違い 停電により生ごみが増えるなどの可
能性がある

普段の生活ごみと比べると支援物
資の容器包装や使い捨て製品が多
い

平時には出ない（平時には，不要になった時点で，大型ごみやリ
ユース／リサイクルに出すものが多い）

平時には出ない形態のも
のがある

（災害）廃棄物の
中身の例と注意点

✓可燃ごみ／燃やすごみ
✓プラ製容器包装
✓缶びん PETボトル
✓紙類
✓金属類，有害・危険物
※災害で発生したものでも，適切に処置した
　もので，大量でない場合，通常のごみとし
　て排出可能

★すべて災害で破損したもの
（分別例）
✓粗大ごみ（家具・布団類等）
✓家電 4品目
　（洗濯機，エアコン，テレビ，冷蔵庫）
✓その他の家電製品，機器類
✓石膏ボード・スレート板
✓ガラス・陶磁器くず
✓瓦
✓金属くず（自転車等）
✓畳
✓木くず
✓可燃物（プラスチック・衣類等）
✓有害・危険物
✓土砂，泥

簡易トイレ等
•原則として通常の分別・
排出方法を踏襲する
•ただし，プラ製容器包装
や缶，びん，PETボ ト
ル，紙類など，しばらく
保管可能なものは，回収
頻度を下げる可能性もあ
るので協力を

•自治体が決めた分別
ルールに従って，す
みやかに処理する

•自治体が決めた分別ルールに従って，決められた場所に
排出する
•袋に入れる場合は，分別し，中身が確認できるよう，透
明・半透明な袋に
•有害・危険物等はラベリングを

冷蔵庫の中の食品や
調味料，飲料等はす
べて出して，通常の
ごみ処理へ

食品等の生ごみ
は，通常の「可
燃ごみ」等へ

●生活ごみと災害廃棄物が混ざった様子
（国立環境研究所提供）

収集の効率を下げて
しまうので，生活ご
みと災害廃棄物は分
けて出す．
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べて出して，通常の
ごみ処理へ

食品等の生ごみ
は，通常の「可
燃ごみ」等へ

●生活ごみと災害廃棄物が混ざった様子
（国立環境研究所提供）

収集の効率を下げて
しまうので，生活ご
みと災害廃棄物は分
けて出す．
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災害廃棄物への対応は、 
発災前から始まっています。

　

そもそも廃棄物って…そもそも、物が
多すぎるから、災害廃棄物も多く発生
するのではないの？といった視点も含
めて、発災前からできることもまとめ
ています。ずっと倉庫に、押し入れに残っ
たままの、退蔵ごみは
ありませんか？

改めて見直したい「ご近所さん」
　人とのつながり
については、私た
ちの調査において
も、「災害時には
ご 近 所 さ ん や 自
治 会 長 さ ん が 重
要な情報源になっ

た」ことがわかっており、日ごろから
のご近所付き合い
の大切さを改めて
考えさせられる結
果が得られていま
す。避難するときも、

声をかけて一緒に避難できた方もいらっ
しゃいます。ハード対策だけでなく、
人とのつながりなどソフト対策もとて
も大事です。

災害廃棄物対策　練習してみませんか？
　でも、いつ来るかわからない災害に、
危機感をもって常に備えておくことは
簡単ではありません。ですが、練習や
習慣化することの大切さは、災害が起
こる度に指摘されています。そこで、
カラーページの最後には、災害廃棄物
対策も念頭において「イメージトレー
ニング」するための内容を掲載してい
ます。皆さんも一度試してみませんか？
〇いま、揺れ始めたら、一番に何をする？
〇揺れが落ち着いたら、何をする？
〇火災が発生したら、どうする？
〇避難所にいくとき、どうする？
〇 ボランティアで被災地に行くのに何

をもっていく？

　想像すると、意外にすぐに答えられ
ないこともあるのではないでしょうか？
　筆者は、P. 47 上の表をベースに、穴
あきにしたワークシートを使って、高
校生や市民、自治体、民間事業者の方々
向けに、机上で穴埋めしてもらうワー
クをしてもらうことがあります。みな
さん苦戦されますが…「終了後、このワー

クシートを、家族や社員と共有しました」
という声をいただくこともあります。

最後に…まずは、知ることから
　2024 年、新年からの災害、長引く厳
しい状況に、他人事ではないという想
いをもたれた方も多いと思います。是

非まず一度、QR コードでご覧いただき、
さらに詳しく知りたいと思われたら本
書を手にしていただければ幸いです。

災害廃棄物ガイドラインに関心をもたれた方には
災害廃棄物の管理に関する手引き類は、これ以外にも、国内では、環境省がたくさん出しています。

（http://kouikishori.env.go.jp/guidance/）
例えば…
〇災害廃棄物対策指針
〇大規模災害発生時における災害廃棄物対策行動指針について
〇災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き
〇災害廃棄物処理体制と業務（リーフレット）　などなど。

　これらは、災害廃棄物の処理の中核を担う自治体に向けた内容が多くなって
いて、自治体の関係者は、適宜、これらを確認しながら、事前からの備えを行い、
発災時の対応の手がかりにしているのです。

もっと、知りたい…

ダウンロードできるサイト→
https://x.gd/yYZvS

（一社）廃棄物資源循環学会 編『災害廃棄物管理ガイドブック』
朝倉書店 , 2021年刊行

災害廃棄物への対策は，発災前から始まっています

身を守ることにも，
　普段の暮らしの見直しにも，つながる対策
住宅の耐震化や家具の固定などの防災対策は，身の安全確保につながるだけでなく，災害廃棄
物の削減にも有効です．
また，災害廃棄物が大量に発生する理由を考えていくと，そもそも，私たちが物を多く持ちす
ぎているのではないかという考えにも行き当たります．
コロナ禍等で，改めて断捨離をされたという方も多いようです．また，それ以前から，新旧多
様なシェアの仕組みが見直され，広がっています．今一度，物の購入や所有について考えてみま
せんか？

人のつながり
発災時，様々なインフラが途絶えたり，通信もできなくなったり
した際に，最後に残るのが「口コミ」つまり，人と人とのつながり
による情報伝達です．
ご近所づきあいなどは，日頃は面倒と思うこともあるかもしれま
せん．しかし，最低限，適度な関係を保つことで，いざというとき
に備えるようにしたいものです．

練習の大切さ
日頃の訓練やイメージトレーニングも大切です．地域の防災訓練などで，非常用トイレの使い
方を試してみたり，災害廃棄物の分別や注意点を確認してみたりするのも良いでしょう．
自治体職員の方は，定期的に災害廃棄物処理計画や住民の方への周知・広報内容を見直した
り，人材育成プログラムを実施したり，被災地の支援や視察・研修に参加したりして，スキル維
持と向上を目指していただきたいと思います．必ずや，日頃の廃棄物行政にとっても得るものが
あるはずです．

災害廃棄物とSDGs
国連の持続可能な開発目標（SDGs）のアイコンは，みなさまも目にしたことがあるでしょう．
SDGsには，災害廃棄物対応にも関連するゴールが多く含まれます．「誰一人取り残さない」とい
うコンセプトも，共通するものとして念頭に置いて取り組む必要があります．
SDGsの17の目標を関連する取組の例として，
災害時にも強い情報インフラ等の整備，災害に強い街づくり，災害廃棄物の分別・リサイク
ル，気候変動による災害の緩和と適応（災害廃棄物リスク低減），関係者が連携して災害廃棄物
対応（国際連携も）等
があります．災害廃棄物について考えることは，ふだんのくらしについてみつめ直すことにも
つながります．本当に必要なもの，是非考えてみてください．

このような日頃からの備え等を発信している自治
体もあるので，平時から確認しておきましょう
（例：札幌市「もしもの時の災害廃棄物処理の手引き」
https://www.city.sapporo.jp/seiso/keikaku/documents/

saigai_tebiki.pdf）

●ふだんからつながりを持とう！

（ホームページ：ハイムーン工房ギャラリー
より）

● 浸水が多いのであまり
1階に家財道具を置か
ない暮らしの様子

（石垣智基撮影）

本棚やタンス等は，転倒防止のため，災
害対策用の強度のあるつっぱり棒や L字
金具などで固定する．重いものや壊れそ
うなものは，できるだけ下の方に置く．

水害の多いアジアの国・地域では，
大雨の予報になると，電化製品や
貴重品等を 2階にあげることが習
慣になっているところもある．

食器棚は，棚の固定に加えて，中の
食器が壊れて飛び散らないように工
夫を．滑り止めシート，落下防止バー
／ひも等を活用すると同時に，ガラ
ス飛散防止フィルムを貼る．

不要になったも
のは，普段から
処分して，すっ
きりとした暮ら
しを．

じっくりと考えたことがな
かったから、すぐに出てこ
ないわ！日頃からのイメト
レが大事ね！

※万全装備以外の人物イラストはすべてⒸハイムーン工房

うわーん、
うちにも

いっぱいあるわ！

ハイムーン工房ギャラリーHP より

一人でも、家族とでも、仲間とでも、職場でもできるイメトレ！災害廃棄物対策

（一社）廃棄物資源循環学会 編『災害廃棄物管理ガイドブック』
朝倉書店 , 2021年刊行

一人でも，家族とでも，仲間とでも，職場でもできるイメトレ!　災害廃棄物対策

被災者（自宅にいると想定します） 支援者（ボランティア）

発災前

□避難場所や避難経路の確認
□家具の固定
□避難グッズや非常持出品の管理
□家庭の有害・危険製品の管理　等

□ボランティア保険への加入（年度額数百円）
※発災後の場合は，被災地の負担を軽減するため出発地の社会福祉協議会等で加入

事前の警報
（緊急地震速報等）

□火を付けていたらすばやく始末
□ドアや窓を開けて逃げ道を確保
□自分の身を守る（机の下に）

発災
1 分

□火元を確認・初期消火 　□非常持出品を用意する
□家族の安全を確認
□がけ崩れが予想される地域はすぐ避難
□靴を履く

3 ～ 5 分

□隣近所の安全確認
□余震／本震に備える　★数か月後まで
□ラジオ等で状況確認
□電話等での通信は必要最低限にする
□家屋倒壊の恐れがあれば避難する

5 ～ 10 分 □ガスの元栓を閉め，電気のブレーカーを落とし，出火防止
□自宅を離れる場合はメモを残す

10 分～数時間 □消火・救出活動（10 時間以内は本格的な応援は見込めない．72 時間以内が人命救出の目安） □災害の状況確認
□ボランティア受け入れに関する情報収集（メディアや社会福祉協議会等のウェブサイト）

～ 3 日程度

□本格的な支援は見込めないので，生活必需品は備蓄品等でまかなう
□災害情報や支援情報の収集
□倒壊した家屋等には近づかない
□一人で自宅や倒壊地域に行かない
□ごみの収集ルールを確認する
□すぐに廃棄しなくてもよいものは状況をみてタイミングを判断する

□ボランティアに出かけるための荷作り
　✓ 汚れても良い長袖・長ズボン，着替え
　✓ 底の丈夫な靴／長靴（底が厚い物）
　✓ 軍手（できれば分厚いゴム製の手袋の方がのぞましい）
　✓ ごみ袋
　✓ タオル

避難所生活／支援現場 

□自主防災組織を中心に活動を
□集団生活のルールを守る
□助け合いの心を
☆トイレ問題への工夫や協力も重要

□ボランティアは現地の指示に従って
□安全第一（余震への心構え，装備，分別等）
□チームワークやこまめな連絡を大切に
□写真撮影や会話等は慎重に

【参考】被災リスクに備えて
＜保険の種類＞
•災害保険には大きく分けて，火災保険と地震保険の2つがある．
•「火災保険」は，火災による被害の補償を主としており，地震による火災は原則補償対象外となる．
•「地震保険」は地震による被害を補償するもので，津波や噴火による損害，地震による火災・損
壊・埋没・流出等，火災保険ではカバーされていない部分も補償できる．※ただし，火災保険は単
独で加入できるが，地震保険のほとんどは火災保険とあわせて契約しなければ加入できない．
＜被災時の注意点＞
•保険金を請求する際，写真が必要となる．「表札や建物名が同定できるもの」「被害を受けた建物や
家財の全体がわかるもの」「損害を受けた個所の状況がわかるもの」を，複数枚，複数の角度から，
明瞭に撮る．
•撮影が終わったら，請求前でも片付けを始めることができる．

次を参考に筆者が作成　参考：大和郡山市（http://www.city.yamatokoriyama.nara.jp/life/emergency/bousai/000449.htm），災害廃棄物処理・分別マニュアル，ぎょうせい（2012），奈良県社会福祉協議会
（http://www.shakyo.or.jp/hp/article/index.php?m=237&s=1243），各種保険会社のウェブページ

～災害廃棄物に関連する保険と注意点～

発災

大雨等の場合は，安
全を確認し，家財を
2階や高いところに移
動させて早めに避難

背丈位の火なら消
火器で対応可能！


